
「明るい『未来の東京』の実現に向け、
将来にわたって『成長』と『成熟』が両立した
光り輝く都市へと確実に進化し続ける予算」

と位置付け、次の点を基本に編成しました。

令和５年度予算のポイント

 令和５年度予算フレーム等の概要

 一般会計の予算規模は、子供たちへの投資、都市活動の基盤となる安全・安心、持続可
能で美しい地球を未来に残す取組に重点的に予算配分したことなどにより、前年度に比
べて2,400億円の増と、過去最大となりました。

予 算 編 成 方 針

一般会計歳出総額 ８ 兆 410 億円

 一般歳出は、チルドレンファースト社会の実現に向けた取組や都市強靱化に向けた取
組、脱炭素社会の実現に向けた取組などにより、前年度に比べて947億円の増と、３
年連続のプラスとなりました。

一般歳出（政策的経費）
５ 兆 9,354 億円

 都税収入は、企業収益の持ち直しによる法人二税の増などにより、約5,700億円増加
し、６兆2,010億円となりました。

税収 ６ 兆 2,010 億円

令和５年度予算は、令和５年度予算は、

と位置付け、次の点を基本に編成しました。

（前年度当初予算比 ＋2,400億円、＋3.1％）

うちコロナ対策除く ＋4,532億円、＋8.3％）

（前年度当初予算比 ＋5,702億円、＋10.1％）

「東京大改革」を爆速で進める。
一層活発で機動的な組織へと進化させる。

無駄を無くす取組を徹底する。
活力ある都政で強靱な財政基盤を堅持する。

持続可能な未来へと歩みを進めるため、
都民にとって重要な諸課題の解決に
スピード感を持って取り組む。

長期的な視点に立ち、従来の発想を
打ち破る大胆な施策を積極的に展開する。

１ ２

＊ 新型コロナウイルス感染症対策については、東京 i ＣＤＣ専門家ボードにおける調査・研究などの平時対応に
係る経費を計上しており、空床確保などの特別対応に係る経費については、社会情勢を踏まえ、２月上
旬を目途に追加補正予算を編成します。

＊ 「コロナ対策除く」は、前年度当初予算からコロナ対策特別対応分を除いた場合の額です（以下同じ）。

「明るい『未来の東京』の実現に向け、
将来にわたって『成長』と『成熟』が両立した
光り輝く都市へと確実に進化し続ける予算」

（前年度当初予算比 ＋947億円、＋1.6％

2

計

数

表

付
属
資
料

最
終
補
正

政
策
評
価

事
業
評
価

主
要
な
施
策

財
政
運
営

歳
入
歳
出

予
算
の
ポ
イ
ン
ト



 外部有識者の意見を取り入れたより客観性の高い評価
の実施や、事業展開のスピードアップの検証など、政
策評価・事業評価の取組を更に強化しました。

 政策評価では11事業ユニット、事業評価では1,436件
の評価結果を公表し、事業評価の取組を通じて過去最
高となる1,141億円の財源確保へとつなげました。

政策評価・事業評価の推進
 政策評価 公表件数 11 事業ユニット

（ユニット内事業 89 件）

19 21 23 25 27 29 元 3 5（年度）

財源確保額の推移
1,141億円

元

７か年の確保額
約6,900億円

 令和５年度予算では、都市の強靱化や社会資本等の整
備、福祉先進都市の実現に向けた施策などを着実に進
めるため、３つのシティ実現に向けた基金を積極的に
活用しました。

 引き続き、税収動向なども見極めながら、「『未来の
東京』戦略」で掲げる政策を着実に進めていくための
財源などとして、戦略的に基金を活用していきます。

基金残高

積極的な基金の活用

基金のうち、
３シティ基金残高の推移

Ｒ４

1兆46億円

1兆4,500億円

Ｒ５

1 兆7,288 億円
（前年度最終補正後予算比
▲4,246億円、▲19.7％）
＊ 普通会計ベース

都債残高
４ 兆8,314 億円
（前年度最終補正後予算比
▲252億円、▲0.5％）

 これまで、財政再建の取組を通じて都債発行の抑制に
努めるとともに、その後も、都税収入などの状況に応
じた都債の発行を行ってきました。

 令和５年度予算では、税収増などを活用し、発行額を
抑制したことから、５年度末の都債残高は減少する見
込みです。

都債残高の推移
7兆6,384億円

ピーク時と比較
して約４割減少

（年度）H13 R５

4兆8,314億円

（年度）

 事業評価 公表件数 1,436 件
財源確保額 1,141 億円
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令和５年度予算における施策展開の視点

 一刻の猶予も許さない気候変動問題、欧米各国の金融引締めによる景気後退懸念など、世界を
取り巻く環境は厳しさを増す一方、国内に目を転じれば、社会の存立基盤を揺るがす少子化、
自然災害の頻発化・激甚化など、どの分野をとっても戦後最大の試練を迎えているといっても
過言ではありません。

 歴史の転換点に立つ今こそ、これらの試練に正面から向き合い、世界の知恵、都庁全体の知恵
を結集し、東京が新たな価値を生み出す都市へと進化するべく果敢に挑戦していかなければな
りません。

 令和５年度予算では、チルドレンファースト社会の実現、都市の強靱化、脱炭素社会の実現に
向けた取組など、大都市東京が抱える課題の解決に向け「未来への投資」に大胆に財源を振り
向けており、都政のあらゆる分野の施策をバージョンアップすることで、新たな時代に先鞭を
つける対策を総合的に講じていきます。

 さらに、こうした施策を力強く展開し、都政のＱＯＳ（クオリティ・オブ・サービス）を飛躍
的に高めていくため、一層活発で機動的な組織への進化や、無駄を無くす取組の徹底など、東
京大改革を爆速で進めていきます。

• 少子高齢・人口減少社会の進行が深刻化する中において、付加価値を生
み出し、明るい未来の東京を切り拓く原動力は「人」の力です。

• 将来を担う子供・若者たちが国際社会を牽引できる力を身に付けられる
よう、育ちを支える取組の抜本的な充実を図るとともに、ＤＸ・ＧＸの
進展による産業構造の転換などに柔軟に適応できるよう、リスキリング
等に関する取組を強化し、学び直しからキャリアアップまでを強力に後
押しします。

「人」の力を高め、引き出し、一人ひとりが主役になる東京

• 次の世代を担う子供たちは、今を生きる私たちにとって、まさに未来そ
のものです。国家の最も基本的な要素は人口であり、少子化による人口
減少は、国力そのものの先細りに繋がりかねません。

• 社会の存立基盤を揺るがす少子化に、東京から歯止めをかけるため、子
供が産まれる前から健やかに育つまでの切れ目のない支援を総合的かつ
継続的に推進していきます。

子供の笑顔があふれ、子供が輝く東京
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これらの視点を踏まえ、令和５年度予算では実効性の高い施策を積極的に展開
していきます。次頁から、主要事項を分野ごとに紹介します。

• 気候危機とエネルギー危機という２つの危機に直面する今、世界は脱炭
素化とエネルギー自給率の向上に向け構造転換が求められています。

• エネルギーをⒽ減らすⓉ創る Ⓣ蓄める「ＨＴＴ」の観点から政策を磨
き上げ、脱炭素化とエネルギーの安全保障の一体的実現を図るとともに、
令和７年度から開始される新築住宅等への太陽光発電設備設置義務化の
円滑な実施に向け、多彩な支援を展開します。

これらの視点を踏まえ、令和５年度予算では実効性の高い施策を積極的に展開
していきます。次頁から、主要事項を分野ごとに紹介します。

• スタートアップは、革新的なテクノロジーやアイデアでイノベーション
を創出し、社会課題の解決、雇用の創出、経済の活性化により世界に貢
献する、新しい成長の先導役です。

• 未来を開拓する挑戦者たちを全力でバックアップし、スタートアップが
生まれ、集まり、いきいきと躍動できる環境を整えていきます。

• あらゆる人が互いを理解・尊重し合い、自分らしく活躍することで発揮
されるパワーこそ、より豊かな都市へと更なる発展をもたらすエンジン
です。

• 年齢や性別、障害の有無などに関わらず、誰もが個性を活かし、力を発
揮することができる、多様性と包摂性にあふれた共生社会の実現に向け、
総合的に施策を推進します。

挑戦者が生まれ、世界から集まり、挑戦者を応援する東京

脱炭素社会の実現に向け、世界をリードする東京

誰もが個性を活かし、いきいきと活躍できる東京

• 自然災害の猛威は留まることを知らず、大規模な風水害や地震、火山噴
火、新たな感染症の流行など、いつ起きてもおかしくありません。

• 関東大震災の発生から100年となる今こそ、多様な主体と連携をしなが
ら、「自助・共助・公助」の取組を更に強化し、ハード・ソフト両面か
ら積極的な施策展開を図ることで、100年先も安心できる強靱で持続可
能な都市東京を作り上げていきます。

都民の生命・健康・財産を守り抜く安全・安心な東京
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練馬児童相談所の設置準備

結婚支援
マッチング事業
マッチングアプリ
にかかる消費者
被害への対策

１ 出会い・結婚
への希望を
叶える支援

結婚 妊娠・出産 子育て

新

新

凍結卵子を活用した生殖補助医療への助成
◆ 妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援の充実

２ 妊娠・出産を希望する方への支援

新

３ 子育て世帯に寄り添った支援

新

新

４ 子供を安心して産み育てられる環境の整備

新

５ 新たな子供施策の展開

７ 児童虐待対策

障害者(児)ショートステイ事業(短期入所開設支援)６ 障害を持つ子供への支援

新

校内別室指導支援員の配置８ 不登校・いじめへの対応

◆ こころといのちの相談・支援 東京ネットワーク９ 自殺対策

＋2,000億円

新

新

新

新

• 日本の出生数は、初めて年間80万人を下回る見通しと
なっており、この「静かなる脅威」と呼ばれる少子化問
題は、社会の存立基盤を揺るがす由々しき事態です。

• もはや一刻の猶予もないこの問題を先送りにせず、少子
化からの脱却に向けて、都が先駆けて総合的かつ継続的
な対策を講じていきます。

これまでの
取 組

・不妊治療費助成 ・東京都出産応援事業 ・第二子以降の保育料負担軽減
・保育の待機児童対策 ・医療的ケア児への支援 ・高校授業料の実質無償化 など

新

幼稚園、小中学校、高等学校の運営など、教育関係の取組

チルドレンファースト社会の実現に向けた施策の強化

東京から少子化に
歯止めをかけるため

約1.6兆円を計上

令和４年度 約1.4兆円

０１８サポート
第二子の保育料無償化

結婚予定者のための都営住宅・ＪＫＫ住宅の継続的な提供

ファミリー・アテンダント 子供・子育てメンター
ヤングケアラー普及啓発事業

大都市東京が抱える課題の解決に向けた「未来への投資」

全
て
の
子
供
が

自
分
ら
し
く
健
や
か
に

成
長
で
き
る
社
会
の
実
現

子
供
が
産
ま
れ
る
前
か
ら
成
長
す
る

ま
で
継
続
的
に
寄
り
添
う
支
援
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• 気候危機の一層の深刻化、水・大気環境
の変化など、環境を取り巻く状況は世界
規模で大きな課題となっており、もはや
一刻の猶予もありません。

• 気候危機とエネルギー危機という２つの
危機に直面する今、脱炭素化とエネル
ギーの安全保障の観点から、国や世界を
先導する取組で、多様化・深刻化する環
境課題の解決に先鞭をつけていかなけれ
ばなりません。

• 環境確保条例改正を契機に、再エネ利用
を拡大する支援策や制度の強化、高度な
エネルギーマネジメントや先端技術の実
装など、まち全体の脱炭素化を複合的・
重層的に進め「ゼロエミッション東京」
に向けた社会変革を促進していきます。

再生可能エネルギー
の導入拡大

234億円
ＺＥＶの普及促進

556億円

省エネルギー対策

134億円

脱炭素社会の実現に向けた施策の強化

環境確保条例改正を契機に
脱炭素化を推し進めるため

約1,800億円を計上

＜2030年カーボンハーフに向けた主な目標と取組＞

エネルギー消費量

50％ 削減

太陽光発電

200万kW以上

改正環境確保条例の円滑な
施行に向けた支援策

780億円

再エネ電力の利用割合

50％ 程度

100％

都市強靱化に向けた施策の強化

• 気候変動の影響により頻発化・激甚化する風水害や、社会の変化に伴い新たな課題も重みを増す首都
直下地震などに加え、これらが複合的に発生するリスクも懸念されています。

• こうした中にあっても、都民の生命と暮らしを守り、日本を支える首都東京の機能や経済活動を維持
するため、災害に対する各施策をレベルアップすることで、「強靱化された首都東京」を実現してい
きます。

うち今後10年間で

６兆円

2040年代まで

15兆円

強靱化された東京
2040年代

ＴＯＫＹＯ強靭化
プロジェクト始動

2023年

「100年先も安心」
を目指して

プロジェクト始動から積極的
に事業を展開するため

約7,400億円を計上

激甚化する風水害

最大震度７の大地震

島しょ・富士山の噴火

電力・通信等が途絶える

新たな感染症の流行

東京が直面する危機

過去10年間の約1.5倍

など

新規販売乗用車
の非ガソリン化
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セーフ シティ

ダイバーシティ

• ハード・ソフト両面から東京の強靱化を強力に推進し、100年先
も安心できる、持続可能な首都東京を実現していきます。

• 次の世代を担う子供たちに寄り添った継続的な支援など、誰もが
個性を活かし、力を発揮できる都市・東京を実現していきます。

スマート シティ
• 東京のプレゼンスの向上や脱炭素社会の実現などにより、世界
から選ばれ、リードする都市・東京を築き上げます。

「３つのシティ」の実現に向けた取組

• 「成長」と「成熟」が両立した明るい「未来の東京」を目指し、誰もがいきいきと生活で
きる、活躍できる「ダイバーシティ」、安全・安心・元気な「セーフ シティ」、世界に
開かれた、環境先進都市、国際金融・経済都市「スマート シティ」の「３つのシティ」
の実現に向け、従来の発想を打ち破る大胆な施策を積極的に展開していきます。

令和５年度予算における施策

令和５年度予算における施策

令和５年度予算における施策

・ 災害の脅威から都民を守る都市づくり
・ 医療体制等の充実 ・ 暮らしの安全・安心の確保 など

・ 結婚・妊娠・出産から子育てまでの切れ目ない支援
・ 新たな子供施策の展開 ・ 新しい時代を切り拓く人材育成
・ 誰もがいきいきと働ける社会の実現
・ 世界に誇る長寿社会の実現
・ 障害者がいきいきと暮らせる社会の実現
・ 女性の活躍促進 ・ 児童相談体制等の強化
・ 誰もが優しさを感じ、支え合う社会の実現 など

・ 世界を惹きつける魅力にあふれた都市の実現
・ 世界経済を牽引する都市の実現 ・ 便利で快適な東京の実現
・ ゼロエミッション東京の実現 など
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Children ～ チルドレンファースト ～ ⑤7,557億円（＋1,921億円）

子育て世帯に寄り添い、子供が産まれる前から健やかに育つまで、切れ目ない支援を総
合的かつ継続的に行うなど、子供が輝く東京を創り上げます。

Chōju ～ 世界に誇る長寿社会へ ～ ⑤754億円（＋22億円）

社会参加への支援やデジタルデバイド対策による高齢者のＱＯＬ向上などに取り組み、
高齢者が人生100年時代を元気に活躍し、心豊かに暮らせる東京を創り上げます。

Community ～ つながりを保ち、支え合う ～ ⑤383億円（＋120億円）

様々な悩みに対するサポート体制の強化や、人と人とのつながりの創出など、不安や悩
みを抱える方に支援の手が行き届く東京を創り上げます。

「人」が輝く東京を創り上げる３つのＣ

主 な 取 組

主 な 取 組

主 な 取 組

• 子育て家庭に対する包括支援の強化（P45）
• 「東京都こども基本条例」の理解促進に向けた普及啓発（P48）
• 「遊び」推進プロジェクト（P49）
• ヤングケアラー・コーディネーターの配置促進支援（P50）

• 要介護度等の維持改善に向けた介護事業者の取組促進（P59）
• ＴＯＫＹＯスマホサポーター制度（P60）
• 介護現場のＤＸ・タスクシェア促進事業（P61）
• 特別養護老人ホーム等整備費補助（P61）

• 都では、令和３年３月に策定した「『未来の東京』戦略」において、３Ｃ（Children、
Chōju、Community）を戦略の核に据えており、「３つのＣ」の視点から、「人」の力
を高め、「人」の力を引き出し、一人ひとりが主役になる東京を築くことで、ダイバーシ
ティの実現へとつなげていきます。

• こころと命を守るための支援・相談体制の強化（P68）
• 鉄道駅バリアフリー調査委託（P69）
• ＬＧＢＴフレンドリーを目指す事業者向け訪問支援事業（P69）
• 関東大震災100年を契機とした町会・自治会の防災力強化（P100）

新
新

新

新

新

新
新

新
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結婚支援マッチング事業（Ｐ43） ⑤ 0.9億円
卵子凍結への支援に向けた調査（Ｐ44） ⑤ １億円
第二子の保育料無償化（Ｐ46） ⑤ 110億円
０１８サポート（Ｐ46） ⑤ 1,261億円
多様な他者との関わりの機会の創出（Ｐ49） ⑤ 24億円

• 国際社会を牽引できる人材育成に向けた子供・若者への投資や、学び
直しからキャリアアップまでの強力な後押し、誰もが希望に応じて働
くことができる環境の整備を促進します。

外国語に触れる機会の創出（Ｐ53） ⑤0.9億円
都立高校生の海外交流事業（Ｐ54） ⑤ ６億円
再就職促進等委託訓練（専門人材育成訓練）（Ｐ57） ⑤ ８億円（④５億円）
女性向けキャリアチェンジ支援事業（Ｐ57） ⑤ ２億円
新たな時代のニーズに対応するためのシニアの再活躍応援講座
（Ｐ57）

⑤ １億円

主 な 取 組

Ⅱ 人の力を高め、引き出す人材育成

• 次世代へ希望を引き継ぐ社会の実現に向け、子供の健やかな成長に向
けた社会全体でのサポートや、子供や子育て家庭に寄り添った支援な
どの施策を総合的かつ継続的に展開していきます。

主 な 取 組

Ⅰ 子供の笑顔があふれる都市

高齢者のＱＯＬ向上のためのデジタル活用支援（Ｐ60） ⑤ ２億円
医療的ケア児日中預かり支援事業（Ｐ62） ⑤0.8億円
男性育業もっと応援事業（Ｐ64） ⑤ ５億円
フードバンク寄贈促進事業（Ｐ66） ⑤ １億円
不登校等対応（Ｐ67） ⑤ 70億円（④52億円）

• 様々なバリアを取り除き、年齢や性別、障害の有無などに関わらず誰
もが輝ける、多様性と包摂性にあふれた共生社会の実現に向けた施策
を推進します。
主 な 取 組

Ⅲ 誰もが個性を活かし、いきいきと活躍できる共生社会

令和５年度予算の体系と主な取組

新

新
新

新
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新
新
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新

新

新
新

新
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SusHi Tech Tokyo の戦略的展開（Ｐ71） ⑤0.8億円
プロジェクションマッピングの展開（Ｐ73） ⑤ 18億円
大学発スタートアップ等促進ファンド（仮称）（Ｐ81） ⑤ 50億円
ＧＸ関連企業誘致促進補助金（Ｐ83） ⑤ ３億円
ファンドによる脱炭素化に向けたスコープ３対応に取り組む
中小企業支援（Ｐ84）

⑤ 60億円

建築物環境報告書制度推進事業（Ｐ109） ⑤ 34億円（④補正計上）
災害にも強く健康にも資する断熱・太陽光住宅普及拡大事業（Ｐ110） ⑤496億円（④ 247億円）
家庭のＨＴＴムーブメント普及促進事業（Ｐ111） ⑤ ４億円
ゼロエミッション化に向けた省エネ設備導入・運用改善支援事業
（Ｐ111）

⑤ 34億円

グリーン水素製造・利用の実機実装等支援事業（Ｐ113） ⑤ 12億円

• 環境確保条例改正を契機に、再エネ利用拡大などあらゆる施策を総動
員し、電力をⒽ減らすⓉ創る Ⓣ蓄める「ＨＴＴ」を社会全体で加速
することで、2030年カーボンハーフの実現を着実に進めます。

Ⅵ 脱炭素社会の実現

主 な 取 組

• 東京のプレゼンス向上やイノベーションの創出、都市機能の向上など、
世界から選ばれ、世界をリードする都市の実現に向け、積極的な施策
展開を図ります。

Ⅳ 世界から選ばれる金融・経済・文化都市

主 な 取 組

新たな調節池の整備（Ｐ95） ⑤11億円（④８億円）
住宅の耐震化のための助成制度（Ｐ97） ⑤６億円（④４億円）
「東京防災」・「東京くらし防災」のリニューアル（Ｐ101） ⑤32億円
防災船による災害対応力の強化（Ｐ103） ⑤４億円
在宅医療推進強化事業（Ｐ105） ⑤２億円

• 「100年先も安心」な強靱で持続可能な都市の実現に向け、風水害、
地震、火山噴火など都が直面する危機に対して、ハード・ソフト両面
から積極的な施策展開を図ります。

主 な 取 組

Ⅴ 世界一安全・安心・強靱な都市

新
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3,000
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ヒト モノ ソフトウェア

多摩東京移管130周年記念イベントの開催（Ｐ125） ⑤ １億円
多摩・島しょ暮らし体験ツアー（Ｐ125） ⑤ ２億円
多摩・島しょアドベンチャーツーリズム推進事業（Ｐ128） ⑤ ２億円
外来生物対策事業（キョン）（Ｐ128） ⑤ ８億円（④７億円）
東京宝島 サステナブル・アイランド創造事業（Ｐ130） ⑤ 13億円（④４億円）

「つながる東京」Wi-Fiアクセスポイントの整備（Ｐ118） ⑤ 12億円
新団体（GovTech東京）の設立等（Ｐ121） ⑤ 23億円
デジタルコンテンツの体感拠点（Ｐ122） ⑤ ４億円
都知事杯オープンデータ・ハッカソンの開催（Ｐ124） ⑤ １億円（④ 0.6億円）
ＴＤＡ（東京デジタルアカデミー）ポータルサイトの構築及び
運用（Ｐ124）

⑤ 0.2億円

• 「スマート東京」の実現や都政の構造改革の取組など、各分野でＤＸ
を強力に推進することで、東京の潜在力を引き出し、都民のＱＯＬ
（クオリティ・オブ・ライフ）を高めていきます。

主 な 取 組

Ⅶ 「スマート東京」「シン・トセイ」の推進

• 国内外におけるプレゼンスの向上や、地域の魅力とポテンシャルを活
かしたまちづくりの推進など、持続的な発展に向けた実効性ある取組
を推進します。

Ⅷ 多摩・島しょの振興

主 な 取 組

＊一部重複（547億円）があるため、内訳と合計が一致しません。

「スマート東京」の実現

・５ＧやＡＩ活用といったスマートサービスの
充実など、豊かで便利な暮らしを実現 1,126億円

都政の構造改革「シン・トセイ」の推進

・都庁ワークスタイル変革やサービスデザイン徹底
など、デジタルガバメント・都庁の基盤を構築 601億円

システム維持管理等

・既存システムの運用や維持管理などを実施 1,578億円

デジタル関連経費

1,737

2,334
2,758

（億円）

• 令和５年度予算における「スマート東京」の実現など、東京のＤＸを推進するためのデジタル関連
経費は2,758億円となり、前年度に比べて424億円増加しました。

• 都政のＱＯＳ（クオリティ・オブ・サービス）の更なる向上に向け、改革の次なるステージに挑戦
していきます。
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新
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 令和５（2023）年度予算の体系（主要な施策は39ページから）

Ⅴ 世界一安全・安心・強靱な都市

Ⅱ 人の力を高め、引き出す人材育成

Ⅰ 子供の笑顔があふれる都市

Ⅲ 誰もが個性を活かし、いきいきと活躍できる共生社会

Ⅵ 脱炭素社会の実現

Ⅳ 世界から選ばれる金融・経済・文化都市

１ 災害の脅威から都民を守る都市づくり 3,226億円 （＋263億円）

２ 医療体制等の充実 645億円 （＋44億円）

３ 暮らしの安全・安心の確保 593億円 （＋229億円）

１ 新しい時代を切り拓く人材育成 2,532億円 （＋128億円）

２ 誰もがいきいきと働ける社会の実現 362億円 （＋60億円）

１ 結婚・妊娠・出産から子育てまでの切れ目
ない支援 4,745億円（＋1,718億円）

２ 新たな子供施策の展開 118億円 （＋64億円）

１ 世界に誇る長寿社会の実現 754億円 （＋22億円）

２ 障害者がいきいきと暮らせる社会の実現 769億円 （＋96億円）

３ 女性の活躍促進 63億円 （＋11億円）

４ 児童相談体制等の強化 161億円 （＋11億円）

５ 誰もが優しさを感じ、支え合う社会の実現 268億円 （＋48億円）

１ ゼロエミッション東京の実現 1,822億円（＋1,130億円）

１ 世界を惹きつける魅力にあふれた都市の実現 731億円 （＋166億円）

２ 世界経済を牽引する都市の実現 4,815億円 （＋542億円）

３ 便利で快適な東京の実現 4,521億円 （＋283億円）

Ⅶ
「
ス
マ
ー
ト
東
京
」
「
シ
ン
・
ト
セ
イ
」
の
推
進

Ⅷ

多
摩
・
島
し
ょ
の
振
興
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9７件

Ｒ４ Ｒ５

施策効果の早期発現に向けた事業執行の迅速化

• 令和５年度予算では、事業効果をできる限り早期に都民に還元する観点から、全事業の早期
（第１四半期）着手と債務負担行為の積極的活用を一層推進しました。

各種工事やシステム開発、補助事業など、各施策の計画的かつ迅速な執行を図り、施策の
目的や効果を早期に実現させることで、都政のＱＯＳをスピード面でも高めていきます。

■ 債務負担行為の積極的活用

前倒し前

前倒し後

調査 基本設計 実施設計 工事着手

調査 基本設計 実施設計 工事着手

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

Ｒ５ Ｒ７
調査費用のみを計上

調査費用に加え、基本設計費用を計上
６年度にまたがる基本設計費用は、債務負担行為として計上

整備完了の早期化

Ｒ６

債務負担行為活用による
事業の前倒し件数

都財政の見える化への取組

• 都財政の情報を分かりやすく伝えるため、「TOKYO予算見える化ボード」をはじめ、予算
や決算の主要なデータを可視化する「都財政の見える化ボード」を公開しています。

• 令和３年１月のリリース以降、継続的な改善を重ねるとともに、普通会計決算や財務諸表、
政策評価・事業評価、補助金のダッシュボードを加え、都財政を多面的に見える化してきま
した。

ユーザーレビューを踏まえ、より使いやすいダッシュボードへ改良していきます。
都財政の見える化ボードは、財務局ホームページからアクセスできます。

https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/zaisei/dashboard.html

■ 都財政の見える化ボード
TOKYO補助金サーチ
(令和４年７月公開）

■ 事業の早期着手（新規事業）

Ｒ3 Ｒ４

Ｒ５
第１四半期着手 第２四半期以降着手

88％

12％

90%

10％

430事業

63％
37％

568事業 615事業

７件

（イメージ）

シンプルでわかりやすい、だれでも簡単にデータを利活用
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従来の発想に捉われない新たな視点や、東京に集積されている知を活用し、都政の喫緊の課題
を解決することを目的とした制度です。

意見の反映状況については、以下財務局ホームページ内「都民提案」をご覧ください。
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/zaisei/teian/5tomin.html

都民・大学研究者・職員による事業提案制度

• 「都民が提案し、都民が選ぶ」ことで、都民の声を直接施策に反映させる仕組みです。
• 684件の提案から、都民投票を踏まえ、７件の事業を選定しました。

都民による事業提案制度【令和５年度予算額 4.1億円】

• 研究者からの提案を基に、研究者・大学と連携して事業を創出する仕組みです。
• 40件の提案から、有識者等による審査と都民投票を踏まえ、５件の事業を選定しました。

大学研究者による事業提案制度【令和５年度予算額 1.3億円、総事業費 10.1億円】

職員による事業提案制度

• 都民投票とあわせて事業案の改善点等を募集したところ、2,828件の意見が寄せられました。

• 都税事務所における「都税証明・閲覧手数料収納機のキャッシュレス化」など、３件を予算に
反映しています。

災害の脅威から都民
を守る都市づくり

新しい時代を
切り拓く人材育成

世界に誇る
長寿社会の実現

女性の活躍促進

誰もが優しさを
感じ、支え合う
社会の実現

予算額

子育て情報共有アプリ・サイト（P47） 6,100万円

文化プログラム・学校連携事業（地域連携型）（P57） 4,100万円

ＴＯＫＹＯシニア食堂推進事業（P59） 5,000万円

働く女性のウェルネス向上事業（P64） 4,900万円

鉄道駅バリアフリー調査委託（P69） 1,000万円

マンション管理不全予防・改善支援事業（P69） 1,800万円

防災アプリの機能拡充（P101） 1億7,600万円

予算額 総事業費 (見込み)

いきいき・あんしん在宅療養サポート
訪問看護人材育成支援事業（P61） 2,600万円 2億1,000万円

がん治療と就労の両立に向けた支援事業
（P104） 2,400万円 1億円

都市型太陽電池による創電・蓄電の強化推進
事業（P112） 3,000万円 4億9,000万円

未来を担う子どもたちへの食品寄贈事業
（P116） 3,000万円 9,000万円

津波検知システム構築事業（P131） 2,000万円 1億2,000万円

ゼロエミッション
東京の実現

医療体制等の充実

島しょにおける
個性と魅力あふれる

地域づくり

世界に誇る
長寿社会の実現

結婚・妊娠・出産
から子育てまでの
切れ目ない支援
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